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「ひまわりメロン」の

出荷を開始

　６月１８日、ＪＡきたそらち北竜支所選果場に「ひ

まわりメロン」１５２ケースが初出荷され、旭川に１

０２ケース、札幌に５０ケースを出荷しました。

　北竜メロン生産組合（山田敏光組合長）の渡邊靖範

さんからは「今年の天候は日照もあり、寒暖の差が大

きかったおかげで糖度ものっており、出荷基準の１４

度を大きく上回る１８度となった」と満足の出来映え。

　６月１９日には初競りが行われ、今シーズンは１５，００

０ケースの出荷と販売額８,１００万円を予定しています。

自衛官募集相談員

委嘱状交付式

　自衛隊募集業務の協力を担う自衛官募集相談員の加

藤宰さん（碧水町内会）、松本浩章さん（碧水町内会）、

寺垣信晃さん（桜岡町内会）の３名に、６月１５日役

場にて佐々木町長と松坂自衛隊旭川地方協力本部長か

ら委嘱状の交付が行われました（松本浩章さん、寺垣

伸晃さんは都合により当日欠席）。

　任期は２年です。自衛官募集について聞きたいこと

などありましたら、募集相談員にご相談ください。

　４月２７日に亡くなられた北竜町名誉町民 故 黄倉

良二氏のご親族が６月２２日役場を訪れ、生前お世話

になった北竜町への感謝を込めて町に寄附されました。

　佐々木町長が受け取り、町の農業振興のために大切

に使わせていただきますと、お礼を述べられました。

　黄倉氏は町内におけるクリーン農業の第一人者とし

て北竜町の農業発展に努めてこられ、平成３年には北

竜町農業協同組合代表理事組合長、平成１２年２月の

農協合併後は、きたそらち農業協同組合代表理事専務、

平成１４年６月より代表理事組合長を務められ、地域

農業の振興にご尽力を賜りました。

　黄倉氏の取り組みは現在の「北竜ひまわりライス」の

基礎を構築し、平成２９年の「日本農業賞大賞」の受賞

に大きく貢献されました。このようなご功績が認められ、

令和４年９月には北竜町名誉町民に推戴されました。

故 黄倉良二氏のご親族から寄付
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北竜町公式北竜町公式

友 だ ち 登 録 は こ ち ら友 だ ち 登 録 は こ ち ら

北竜町公式LINEアカウントを７月９日より、開設しています。北竜町公式LINEアカウントを７月９日より、開設しています。

まちのお知らせやイベント情報、まちのお知らせやイベント情報、熊の目撃情報などをより早く熊の目撃情報などをより早く

お届けします！　ぜひ、友だち登録をお願いします！お届けします！　ぜひ、友だち登録をお願いします！

【問い合わせ先】【問い合わせ先】
　役場まち未来戦略課 魅力発信係 ℡：３４‐７０２９　役場まち未来戦略課 魅力発信係 ℡：３４‐７０２９

L INEL INE はじめました！はじめました！

　６月２４日、金比羅公園において、指導林家の竹林均さんと柴崎和男さんによる、真竜小学校の３年生児童

を対象とした「さくらを育てる体験学習」が実施されました。

　この事業は空知の指導林家の方々が子ども達に木や緑の大切さを知ってもらうことを目的に実施されている

もので、当日は竹林さんや柴崎さんに教わりながら、児童らが公園内の桜の果実を採取。水に浸しながら種を

取り出したのち、乾燥させてから公園内に播種しました。

　翌年には芽吹き、６年生時に卒業記念として植樹する予定となっています。

真竜小学校 さくらを育てる体験学習

二次元コードから追加二次元コードから追加 ＩＤ検索から追加ＩＤ検索から追加

LINEアプリの

「友だち追加」

から左記のQR

コードを読み

取って登録。

LINEアプリの「友だち

追加」の「検索」から

下記IDを入力して登録。

LINE ID

@hokuryutown@hokuryutown
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現在町内で活躍中の地域おこし協力隊員と集落支援員の活動をご紹介いたします。

地域おこし協力隊員は都市部から移住し、まちの課題解決や魅力向上に取り組んでいます。集落支援員

は地域に根ざした守り手として、地域の実情に精通した方々が集落機能の維持のため日々活動中です。

今月は地域おこし協力隊の酒井優斗さんと新井田翼さんの活動をご紹介いたします。

　こんにちは！　昨年の５月に地域おこし協力隊として役場産業課に配属さ

れ、主にひまわりまつりの運営や、広報活動、イベントの企画開催などの活

動を担当しております、酒井優斗です。

この１年間の活動を振り返ると、碧水駅をはじめとする様々なイベントの開催や、

各種デザイン制作、宣材写真の撮影、さらにはハンドメイドなどの町の取り組みに関

わらせていただいたりなど、本当にたくさんの挑戦をさせていただきました！

　そして、この記事を執筆している段階では、最もメインの業務である「第４０回ひまわりまつり」

がいよいよスタート！……というタイミングで

す（笑）。今年のひまわりまつりは、期間中のほ

ぼ毎日、多彩なジャンルのイベントが目白押し！

　いち担当者として、暑さにも虫（主にアブ）に

も負けず、精一杯盛り上げていきたいと思います。

　まつりや季節ごとのイベントに関する情報は

「北竜町ひまわり観光協会」のＩｎｓ

ｔａｇｒａｍにて随時発信しています。

ぜひ右記ＱＲコードからチェック

してみてくださいね！

　地域おこし協力隊として活動しています、新井田翼です。現在は北竜町の

魅力をより多くの方に伝えるため、町内イベントの撮影や動画制作、ＳＮＳ

等での情報発信に取り組んでいます。

　最近は、芝桜ＢＢＱなどの地域行事や撮影を行いながら、実際の風景や町の

雰囲気を動画でどう伝えるかを考

えています。また、ひまわり咲ちゃんのイラス

トを使った簡単なアニメーション表現にも挑戦

しており、親しみやすく楽しい発信ができるよ

う試行錯誤しています。

　今後も、写真や動画、イラストなどを活用し

ながら、北竜町の魅力をわかりやすく伝えられ

るよう頑張ります。

酒井 優斗 さん酒井 優斗 さん

新井田 翼 さん新井田 翼 さん
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地方創生トピックス地方創生トピックス
令和７年度から新たに始まった地方創生交付金２．０。北竜町ではどのようなことを行っているのか

町民の皆様に知っていただけるよう広報誌を通じて随時お知らせいたします。

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

現在検討している「全世代・全員活躍エリア」の居場所や交流のしくみなどを考える上で、先進事例を学ぶ

ために永楽園、グループホーム、社協、役場職員が栃木県小山市の特別養護老人ホームと、千葉県旭市の多

世代交流拠点を訪問視察し現地で意見交換を行いました。

特養「栗林荘」では、子どもと高齢者の交流や多世代の活躍シーン、開かれた

施設の様子を目の当たりにし、工夫された空間や居場所の仕組み作りの大切さ

を学びました。また「みらいあさひ」では、子どもと大人の交流や様々な挑戦

する場の様子を見ることができ、今後に活かせる成果を得ることができました。

先進地の居場所や交流のしくみづくりを学びました

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

まちが目指す「子育ち」の考え方や子どもの「やってみたい」をより大切にする保育について、保護者に説

明を行いました。７月から園長代行に就任した本田さんが「保護者の方々と対話しながら、子どもが選び、

考え、挑戦できる保育」の実現についての決意を語りました。

参加した保護者からは「子育ち保育になるのは理想」「今後は取組内容をもっ

と知りたい」「できることがあれば保護者も協力したい」といった、温かい意

見や応援する声をたくさんいただきました。今後は安心の土台づくりや子ども

の理解の促進など、少しづつ具体的な取組を進め、説明・発信していきます。

子育ち保育プロジェクト保護者説明会を開催！

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

町民が「まちに暮らしながら、好きなもの作りを通じてビジネスを創出する」ことを目的としています。アジア

最大のグローバルハンドメイドマーケットプレイスを運営する、Ｃｒｅｅｍａ（クリーマ）のサポートを受けな

がら、何を作るのか、どう販売するのかなどのレクチャーを経て、実際の作品制作、販売体験につなげていきます。

６月１３日は地域資源「エゾシカ」を知るセミナー、６月２０日はエゾシカの

革のカードケースのワークショップ、６月２７日は花を使った「ハーフリース」

の制作、７月４日は作った作品をオンラインで販売する方法のレクチャーが行

われ、活発な動きにつながっています。

「クリエイティブ・ラボ」を立ち上げました

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

『子どものデジタル・テクノロジー拠点』ひまリエを「どんな場所にしたいか」「何をやってみたいか」など、小学

４年生から中学３年生の子どもたちを対象に、ひまリエの“これから”をいっしょにデザインする「ひまリエこども

会議」を開催しています。内装や展示のアイデア出し、イベントなど自分たちの気持ちを形にしていく取組です。

７月４日、小学４・５年生の５名が参加し、ひまリエの部屋の壁紙をデザイン

したり、子ども会議のメンバーを募集するためのポスターづくりをしました。

次回の会議は８月７日開催で、北竜町の将来をみんなで考える「ワークショッ

プ」も合わせて行います。

「ひまリエこども会議」始まっています
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６
月
18
日
に
開
会
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２
回
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で
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、
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か
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議
員
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ら
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版
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主
財
源
で
の
運
行
に
な
る
。

ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
等
が
あ
る
と

思
う
が
、
順
調
に
進
む
か
不
安
が

あ
る
。

　

ま
た
、
複
数
の
運
転
手
が
変
動

し
車
両
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

車
両
管
理
が
う
ま
く
で
き
て
い
る

の
か
。

佐
々
木
町
長

　

昨
年
10
月
か
ら
開
始
し
た
地
域

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
地
域
未
来

交
付
金
の
制
度
上
、
実
証
期
間
が

１
年
間
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
と
な
っ

て
い
る
。

　

北
竜
町
も
こ
れ
ま
で
多
く
の
企

業
か
ら
寄
付
を
頂
い
て
い
る
が
、

色
々
な
企
業
に
周
知
が
十
分
に
で

き
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
地
方
創
生

の
取
組
を
さ
ら
に
応
援
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

活
用
し
、
広
く
周
知
を
し
て
い
き

た
い
。

　

現
在
町
内
に
て
事
業
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
他
市
町
村
か
ら

の
事
業
者
に
対
し
て
も
、
制
度
の

周
知
を
図
り
、
検
討
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
令

和
８
年
度
で
は
、
子
育
ち
に
賛
同

し
て
も
ら
い
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
い
た
企
業
も
あ
る
。

６
か
月
間
に
つ
い
て
は
自
主
財
源

に
よ
り
運
行
を
維
持
し
て
い
く
。

特
別
交
付
税
と
し
て
８
割
が
措
置

さ
れ
る
た
め
、
実
質
的
な
町
負
担

は
２
割
と
な
る
。

　

来
年
４
月
以
降
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
北
空
知
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、
北

空
知
利
便
増
進
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
で
、
国
庫
補
助
金
の
地

域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
補
助
利

便
増
進
事
業
の
活
用
を
予
定
し

て
い
る
。

　

10
月
か
ら
の
運
行
内
容
は
、
利

用
実
績
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

加
え
、
高
校
生
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
検

討
す
る
。

　

車
両
整
備
は
、
異
常
発
生
時
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
情

報
共
有
を
図
る
事
に
加
え
、
定
期

的
な
車
両
点
検
体
制
づ
く
り
を
構

築
す
る
。

沖
野
議
員

　

い
ま
だ
予
約
の
不
具
合
も
あ
る

と
聞
く
が
、
利
用
者
の
満
足
度
は

高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

半
年
間
の
運
行
収
入
で
２
９

１
万
円
と
聞
い
て
る
が
、
収
入

と
コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

と
感
じ
る
。

佐
々
木
町
長

　

コ
ス
ト
は
現
在
集
計
を
し
て
い

る
の
で
、
結
果
を
み
て
９
月
ま
で

に
運
行
ダ
イ
ヤ
等
を
考
え
て
い
く

と
と
も
に
、
６
月
に
町
に
と
っ
て

有
利
な
地
域
公
共
交
通
活
性
化
の

法
改
正
が
あ
っ
た
の
で
合
わ
せ
て

考
え
て
い
く
。

　

ま
た
、
近
隣
の
町
と
の
連
携
を

考
え
て
い
く
。

沖
野
議
員

　

他
市
町
村
か
ら
北
竜
町
に
店

舗
等
を
構
え
て
い
る
事
業
者
は

関
係
人
口
で
も
あ
る
し
、
町
の
発

展
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
も
賛
同
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

　

納
税
い
た
だ
い
た
際
に
は
、
北

竜
町
の
発
展
に
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
企
業
と
し
て
の
証
な
ど
発
行

で
き
な
い
か
。

佐
々
木
町
長

　

現
在
、
数
社
に
は
感
謝
状
を
贈

呈
を
し
て
い
る
。

沖
野
議
員

 
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

 

つ
い
て

沖
野
議
員

 

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
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寺
垣
議
員

　

令
和
11
年
度
に
は
学
校
施
設
等

再
編
計
画
実
施
に
よ
り
、
北
竜
町

役
場
前
の
国
道
２
７
５
号
線
の
景

観
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
期
待
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
の
メ

イ
ン
会
場
に
お
い
て
も
現
存
の
観

光
セ
ン
タ
ー
に
替
わ
る
「（
仮
称
）

わ
く
わ
く
未
来
創
造
館
」
の
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

現
役
場
庁
舎
に
お
い
て
も
町
の

看
板
的
な
建
物
だ
と
思
う
の
で
、

経
年
劣
化
が
著
し
い
外
壁
だ
け
で

も
塗
装
の
し
直
し
を
行
っ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
理

事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

北
竜
町
合
同
庁
舎
は
、
昭
和
36

年
建
設
以
来
65
年
が
経
過
し
て
い

る
。
平
成
11
年
に
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
増
設
時
に
改
修
工
事
を
行
っ

て
か
ら
外
壁
塗
装
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。

寺
垣
議
員

　

今
年
度
よ
り
、「
ひ
ま
わ
り
油
」

及
び
「
ひ
ま
わ
り
ナ
ッ
ツ
」
用
の

作
付
面
積
が
減
少
し
、
ま
た
、
委

託
先
の
事
業
者
に
お
い
て
も
、
今

後
人
手
不
足
等
に
よ
る
、
作
付
け

作
業
や
出
荷
前
の
加
工
作
業
に
影

響
が
出
る
事
が
予
想
さ
れ
る
。

　

製
油
加
工
を
委
託
し
て
い
る
業

者
も
高
齢
化
や
機
材
等
の
老
朽
化

に
よ
り
業
務
の
継
続
に
不
安
を
抱

え
て
い
る
と
聞
く
。

　

ひ
ま
わ
り
油
は
、
ひ
ま
わ
り
ラ

イ
ス
と
並
ぶ
北
竜
町
の
重
要
な
メ

イ
ン
ア
イ
テ
ム
の
ひ
と
つ
で
あ
る

が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を

見
込
み
、
い
か
な
る
手
立
て
を
講

じ
て
行
く
予
定
な
の
か
理
事
者
の

考
え
を
伺
う
。

佐
々
木
町
長

　

ひ
ま
わ
り
油
は
町
の
重
要
な
特

産
品
で
あ
り
、
一
番
搾
り
ひ
ま
わ

り
油
は
令
和
５
年
に
北
海
道
「
北

の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
食
品
」
に
選
ば

れ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
策
定
の
「
北
竜
町

公
共
施
設
再
配
置
計
画
」
に
お
い

て
合
同
庁
舎
・
す
こ
や
か
セ
ン
タ

ー
は
、
北
竜
町
総
合
学
習
複
合
交

流
セ
ン
タ
ー
建
設
完
了
後
の
令
和

12
年
度
よ
り
、
基
本
設
計
・
実
施

設
計
・
大
規
模
改
修
工
事
を
予
定

し
て
お
り
、必
要
最
低
限
の
補
修
・

修
繕
で
庁
舎
の
総
合
維
持
を
計
画

し
て
い
た
。

　

今
後
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、
再

配
置
計
画
の
予
定
通
り
に
事
業
を

実
施
す
る
可
否
を
含
め
、
改
め
て

合
同
庁
舎
・
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

の
改
修
計
画
を
見
直
し
再
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

役
場
庁
舎
は
、
災
害
時
に
お
け

る
対
策
本
部
と
し
て
重
要
な
位
置

づ
け
で
も
あ
る
が
、
現
状
の
建
物

は
耐
震
性
に
お
い
て
充
分
で
は
無

く
、
応
急
補
修
や
耐
震
対
策
を
段

階
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
外
壁

改
修
に
つ
い
て
も
財
政
の
許
す
範

囲
内
で
検
討
し
、
安
全
性
、
機
能

性
、
景
観
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
油
用
ひ
ま

わ
り
の
作
付
面
積
は
令
和
７
年
が

６
９
５
ａ
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度

は
４
４
２
ａ
と
な
り
、
委
託
先
も

２
か
所
か
ら
１
か
所
に
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
、
従
来
よ
り
北
竜
町

の
特
産
品
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
と

し
て
無
農
薬
栽
培
や
収
穫
後
の
手

作
業
で
の
選
別
な
ど
、
委
託
先
の

方
々
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

製
油
加
工
を
委
託
し
て
い
る
事

業
者
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
受
け

入
れ
先
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
と
同
品
質
の
製
油
が
可

能
で
あ
る
か
も
含
め
、
ま
た
、
商

品
に
つ
い
て
も
食
用
に
こ
だ
わ
ら

ず
、「
北
竜
産
の
ひ
ま
わ
り
」
を

使
用
し
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
新
商

品
の
開
発
も
視
野
に
入
れ
、
事
業

継
続
の
努
力
を
重
ね
つ
つ
、
地
方

未
来
交
付
金
の
活
用
方
法
も
考
慮

し
今
後
も
慎
重
に
検
討
を
進
め
て

い
く
。

た
計
画
を
進
め
、
住
民
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
庁
舎
を
目
指
す
こ

と
と
す
る
。

寺
垣
議
員

　

国
が
す
す
め
て
い
る
Ｇ
Ｘ
推
進

法
が
あ
る
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
進
め
て
ゆ
く
観
点
か

ら
、
将
来
の
役
場
庁
舎
の
改
修
工

事
を
行
う
際
に
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ

ト
太
陽
電
池
な
ど
の
環
境
に
負
荷

を
か
け
な
い
建
材
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

佐
々
木
町
長

　

国
で
は
国
土
強
靭
化
法
の
施

行
に
よ
り
令
和
７
年
度
ま
で
に

あ
ら
ゆ
る
自
治
体
の
合
同
庁
舎

や
役
場
庁
舎
の
防
災
化
の
強
化

工
事
を
推
進
し
達
成
率
が
92
％

に
達
し
て
い
る
。

　

環
境
省
が
推
進
す
る
Ｇ
Ｘ
推

進
法
案
も
含
め
、
ま
た
、
道
内
の

先
進
事
例
な
ど
も
参
考
に
し
な

が
ら
防
災
機
能
を
よ
り
充
実
さ

せ
地
方
創
生
に
資
す
る
よ
う
検

討
し
た
い
。

寺
垣
議
員
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竜
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澤
田
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
は
38
年
目
で
あ

り
「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
は
40
周

年
を
迎
え
る
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
は
、
北
竜
町
の

唯
一
の
観
光
資
源
で
あ
り
、「（
仮

称
）
わ
く
わ
く
未
来
創
造
館
」
の

設
置
に
よ
り
夏
の
ひ
ま
わ
り
の
時

期
の
み
で
な
く
、
通
年
の
利
活
用

と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ひ
ま
わ
り
の
里
に
対

す
る
景
観
や
環
境
を
保
全
す
る

た
め
の
措
置
が
な
い
。
多
く
の

人
々
に
ひ
ま
わ
り
の
里
で
心
地

よ
く
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
の
景
観
保
全
に

つ
い
て
の
条
例
が
必
要
で
は
な

い
か
。

佐
々
木
町
長

　

過
去
、
北
竜
町
に
は
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
も
の
が
無
く
、
道
内
・
道

外
で
北
竜
町
の
位
置
的
説
明
す
ら

難
し
か
っ
た
。
ひ
ま
わ
り
に
着
目

し
た
農
協
職
員
や
家
族
の
健
康
に

注
目
し
た
農
協
婦
人
部
の
活
動
と

観
光
資
源
と
し
て
の
可
能
性
か

ら
、
ひ
ま
わ
り
の
里
が
多
く
の
関

係
者
の
努
力
と
協
力
に
よ
り
始
ま

り
、
そ
し
て
継
続
さ
れ
て
き
た
。

　

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
は
40
周
年
を

迎
え
、
令
和
11
年
度
の
共
用
開
始

に
向
け
「（
仮
称
）
わ
く
わ
く
未
来

創
造
館
」
の
整
備
計
画
に
入
っ
た
。

こ
の
施
設
を
拠
点
に
ひ
ま
わ
り
の

里
周
辺
の
観
光
資
源
の
一
体
的
な

活
用
を
図
り
、
多
く
の
来
訪
者
に

北
竜
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
。

　

町
と
し
て
は
、
景
観
保
全
の
視

点
か
ら
管
理
ル
ー
ル
の
明
確
化
や

来
訪
者
の
マ
ナ
ー
向
上
に
向
け
た

啓
発
、
施
設
関
係
の
整
備
な
ど
進

め
て
い
る
。

　

景
観
保
全
に
対
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
は
、
ひ
ま
わ
り
の
里
関

係
団
体
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
っ
て
手
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。
条
例
制
定
に
つ
い
て

は
マ
イ
ナ
ス
部
分
も
あ
り
、
町
民

み
ん
な
の
声
を
「
宣
言
」
と
し
て

は
ど
う
か
と
言
う
声
も
あ
り
、
こ

れ
か
ら
歩
き
な
が
ら
作
り
上
げ
る

の
も
良
い
の
で
は
な
い
か
思
う
。

澤
田
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
周
辺
は
農
地
で

あ
り
、
個
人
農
家
の
所
有
と
な
っ

て
い
る
。
従
来
、
農
作
業
は
ひ
ま

わ
り
観
光
と
は
重
な
ら
な
い
状
況

で
あ
り
、
作
業
上
の
騒
音
、
悪
臭

の
発
生
な
ど
特
に
考
慮
す
る
必
要

は
な
か
っ
た
。
今
後
、
ひ
ま
わ
り

の
里
観
光
が
通
年
で
行
わ
れ
る
と

な
る
と
、
農
作
業
上
の
騒
音
・
悪

臭
・
町
道
の
汚
染
な
ど
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ

が
、
故
意
に
よ
る
騒
音
・
悪
臭
・

汚
染
に
対
し
て
は
毅
然
と
し
た
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
町
民
が
こ
ぞ

っ
て
参
加
す
る
「
宣
言
」
と
い
う

考
え
に
つ
い
て
は
大
変
良
い
事
と

思
う
。
い
ろ
い
ろ
危
惧
す
る
部
分

も
あ
り
「（
仮
称
）
わ
く
わ
く
未

来
創
造
館
」
の
開
設
に
合
わ
せ
て

考
え
て
頂
き
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、

十
分
話
を
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

悪
質
な
犯
罪
に
類
す
る
件
に
対
し

て
は
自
治
体
と
し
て
警
察
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
を
も
っ
て
毅
然

と
し
た
対
応
を
し
た
い
。

澤
田
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の
景
観
保
全
の

 

た
め
の
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

６
月
５
日
、
町
理
事
者
・
担
当

課
長
等
出
席
の
下
、
行
政
視
察
を

実
施
し
ま
し
た
。

■
町
内
視
察

社
会
教
育
施
設
、
や
わ
ら
保
育

園
、
真
竜
小
学
校
、
北
竜
中
学
校
、

永
楽
園
、
町
立
診
療
所
、
研
修
農

場
、
し
ら
か
ば
並
木
公
園
、
サ
ン

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温
泉
、
み

の
り
っ
ち
、
ひ
ま
わ
り
の
里　

他

 

北
海
道
町
村
議
会
議
員

 

研
修
会

　

令
和
８
年
７
月
２
～
３
日
の
日

程
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
日
は
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
、
北
海
道
町
村

議
会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
、
関

東
学
院
大
学
法
学
部
地
域
創
生
学

科
教
授 

牧
瀬
稔
氏
と
Ｔ
Ｖ
「
そ

こ
ま
で
言
っ
て
委
員
会
Ｎ
Ｐ
」
な

ど
に
出
演
中
の
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト 

須
田
慎
一
郎
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

牧
瀬
氏
か
ら
は
、
地
方
創
生
の

振
り
返
り
や
人
口
減
少
へ
の
取
り

組
み
な
ど
を
講
演
い
た
だ
き
、
自

治
体
を
企
業
に
置
き
換
え
た
例
や

他
自
治
体
の
人
口
増
加
の
成
功
例

な
ど
伝
え
ら
れ
た
。
須
田
氏
か
ら

は
、
日
本
再
生
の
た
め
に
何
が
必

要
か
を
政
治
経
済
か
ら
の
視
点
で
、

国
会
の
裏
話
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

３
日
は
、
泊
村
に
移
動
し
泊
発

電
所
を
視
察
。
厳
重
な
警
備
体
制

の
中
、
稼
働
停
止
か
ら
14
年
が
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経
っ
た
３
号
機
が
令
和
９
年
度
に

再
稼
働
が
認
め
ら
れ
、
準
備
の
た

め
の
大
掛
か
り
な
工
事
や
建
屋
内

の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

２
０
０
１
年
ア
メ
リ
カ
同
時
多

発
テ
ロ
・
２
０
１
１
年
東
日
本
大

震
災
・
２
０
１
８
年
胆
振
東
部
地

震
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
発
生
を
受

け
防
災
対
策
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
説
明
を
受
け
た
。

　

い
ま
だ
、
使
用
済
み
核
燃
料
最

終
処
分
場
の
問
題
解
決
は
し
て
い

な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
も
聞

け
て
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
沖
野 

学
）

【
７
月
】

２
～
３
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
議
員
研
修
会
及
び
道
内
行
政

視
察

８
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
中
央
要
望
実
行
運
動
事
前
打

ち
合
わ
せ

９
～
10
日
…
北
竜
町
団
体
長
中
央

要
請
活
動

13
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

14
日
…
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
北
竜
支

所
組
合
員
の
集
い

15
日
…
北
竜
町
交
通
安
全
の
日
町

民
集
会
、
空
知
町
村
議
会
議
長
会

議
員
研
修
会

17
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）、
北
空
知
広
域
水
道
企
業
団

議
会
臨
時
会
、
深
川
地
区
消
防
組

合
議
会
臨
時
会

20
日
…
第
62
回
北
商
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
、
ひ
ま
わ
り
の
里
オ
ー
プ

ン
式

22
日
…
第
３
回
地
方
創
生
ト
ー

ク
、
北
竜
町
農
業
の
未
来
を
考
え

る
特
別
委
員
会

23
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
議
員
研
修
会
及
び
親
睦
交
流

会【
８
月
】

３
～
５
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
中
央
要
望

５
～
７
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
中
央
要
請
活
動

18
日
…
北
竜
盆
踊
り
大
会

20
日
…
北
竜
町
戦
没
者
追
悼
式

20
～
25
日
…
決
算
審
査
（
監
査
委

員
）

未
定
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

例
月
出
納
検
査
（
監
査
委
員
）

　

時
に
は
、
様
々
な
時
が
あ
る
。

瞬
間
、
秒
、
分
、
日
、
月
、
年
、

50
年
、
１
０
０
年
等
…

人
々
は
地
球
上
で
そ
の
繋
が

り
の
中
で
生
き
生
か
さ
れ
て

い
る
。

　

今
、
こ
れ
ま
で
平
和
を
維

持
し
て
来
た
世
界
の
秩
序
が

大
き
く
壊
さ
れ
て
い
る
。
中

で
も
大
国
の
政
治
権
力
者
に

よ
る
身
勝
手
な
他
国
へ
の
侵

略
に
よ
っ
て
大
き
な
犠
牲
を

出
し
、
目
に
余
る
事
態
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
、
日

本
が
大
敗
し
て
か
ら
81
年
。

平
和
憲
法
を
守
り
、
国
連
憲

章
を
尊
重
し
、
世
界
の
秩
序

を
維
持
し
て
来
た
日
本
政
治

の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

政
治
権
力
者
は
、
国
民
の
生

「
時
、
そ
の
時
々
」

命
と
財
産
を
守
る
と
い
い
な

が
ら
、
戦
争
で
最
初
に
被
害

を
受
け
る
の
は
弱
い
立
場
の

一
般
国
民
で
あ
る
。
政
治
権

力
者
が
統
治
し
易
い
仕
組
み

を
考
え
て
、
憲
法
改
正
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
弱
い
立
場

の
国
民
の
事
を
考
え
る
憲
法

が
必
要
で
あ
る
。

　

戦
後
81
年
、
多
大
な
犠
牲

を
出
し
な
が
ら
生
き
延
び
て

き
た
者
の
一
人
と
し
て
、
過
去
、

現
在
、
そ
し
て
今
後
に
必
要

な
事
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

国
会
議
員
の
定
数
は
削
減

す
る
必
要
は
な
い
。
何
故
な

ら
、
一
票
の
格
差
に
是
正
が

必
要
だ
と
し
て
裁
判
で
争
わ

れ
て
い
る
が
、
大
都
会
と
地

方
の
過
密
、
過
疎
化
社
会
の

矛
盾
と
し
て
現
れ
た
も
の
で

あ
る
。
人
間
は
大
切
な
存
在

だ
が
、
生
存
に
必
要
な
水
と

食
糧
は
大
自
然
と
の
循
環
の

中
で
生
き
、
生
か
さ
れ
て
い
る
。

人
間
の
驕
り
を
戒
め
、
地
方

の
活
性
化
を
促
す
為
に
は
一

票
の
格
差
は
１
対
３
く
ら
い

容
認
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　

選
挙
制
度
の
中
で
考
慮
す

べ
き
事
は
人
口
密
度
を
中
心

と
し
た
制
度
で
は
な
く
、
そ

の
区
割
り
の
領
域
、
領
海
、

領
空
を
考
慮
し
た
制
度
が
必

要
だ
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
過

疎
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
く

な
る
。

　

政
治
権
力
者
が
、
経
済
成

長
を
唱
え
、
治
め
る
側
の
都

合
で
、
無
駄
を
省
く
と
い
い

な
が
ら
、
危
機
を
煽
り
、
富

国
強
兵
的
な
政
策
を
論
じ
て

世
論
を
誘
導
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
　
　
　
　

 　

（
木
村 

和
雄
）
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第
30
回
議
会
議
長
杯
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
は
６
月
26
日
に
開
催
さ

れ
37
名
（
男
性
26
名
、女
性
11
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

議
員
も
参
加
し
町
民
の
方
々
と

交
流
し
な
が
ら
盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

　
●
男
子
の
部
　
優
勝

　
　
　
　
　

 

竹
林　

孝
夫 　

氏

　
●
女
子
の
部
　
優
勝

　
　
　
　
　

 

小
林　

フ
ミ
子 

氏

第第
3300
回
議
会
議
長
杯

回
議
会
議
長
杯

　

町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

■対象者・内容・料金

■オプション検査（※がん検診を受ける方で、希望により受けられます）

検診名 検診対象 検診内容 検診間隔 自己負担額

子宮がん R8 年 3 月 31 日時点で
20 歳以上の女性 問診・子宮頸部細胞診 ２年に１度

（昨年度に受診した
方は対象外です）

無料
乳がん R8 年 3 月 31 日時点で

40 歳以上の女性
問診・マンモグラフィー

検査（X線撮影）

検診名 検診内容 自己負担額

子宮 婦人科超音波検査
超音波をあて卵巣や子宮の状態を確認します。
内診だけでは見つけにくい小さな病変も鮮明に映し出
すことができます。

無料

乳 乳房超音波検査 マンモグラフィーでは判定がつかないがんを検出する
ことがあり、若い方に有効といわれています。 ５，５００円

スマホで QR コードを読み込むか、
お電話で直接お申し込みください！

予約用
ＱＲコード

　

　

【問い合わせ・ご予約先】役場こども・くらし応援課 健康推進係　℡：３４‐７０３１

●検診日時：令和８年８月１９日（水）（受付８：３０ ～１０：３０）

※受付時間は割当てさせて頂きます。また受付時間は変更することがあります。

●検診場所：すこやかセンター

４月に申込みを受け付けましたが、まだ空きがあります！
追加申込みを受け付けますので、申込みをしていない方はこの機会にぜひ受診しましょう。

両方を受けると１２，０００～１８，０００円相当の検診が無料です！（※一部有料検査あり）

【申し込み締切】 まで令和８年８月１４日（金）

８月１９日のすこやかセンター レディース検診では日程が合わない… という方へ
深川市立病院健診センターでも乳がん・子宮がん検診を行っています。

実施期間：令和８年１０月下旬 ～ 令和９年２月までの毎週木曜日

■レディース検診■レディース検診 ((              ))のおしらせのおしらせ子宮がん・子宮がん・
乳がん検診乳がん検診
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

８
月
18
日(

火)

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印
鑑

登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
８
月
24
日
（
月
）
～

　
　
　
　

８
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
19
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

8/2
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

もじり歯科クリニック
℡ 0125-32-1181

8/9
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

あい歯科クリニック
℡ 0125-22-8500

8/11
 （火）

斎藤整形外科医院
℡ 23-3737

8/16
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

ほのぼの健康歯科入れ歯
クリニック
℡ 34-5666

8/23
 （日）

深川市立病院
(担当医・たかはし内科消化器内科
 院長 高橋公平）

℡ 22-1101

えべおつ歯科
℡ 0125-75-5418

8/30
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

あむデンタルクリニック
歯科口腔外科
℡ 0124-27-7313

休 日 当 番 医

北竜町地域子育て支援センター
℡：３４‐８８０２

ちびっこひろば
○日時　８月７日(金）

　　　　10:00～11:30

　場所　子育て支援センター

　内容　保育園行事体験

　　　　「七夕まつり」

ピカピカキッズ
○日時　８月19日(水）

　　　　10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　鑑賞体験「北竜太鼓」

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】　

８
月
18
日(

火)

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】

■
民
生
委
員
児
童
委
員

　

川
上
委
員
・
水
谷
委
員

■
人
権
擁
護
委
員　

瀬
戸
委
員

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

妹
背
牛
町
実
施
の
巡
回
無
料
法

律
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
（
北

竜
町
民
も
相
談
で
き
ま
す
）。

【
相
談
員
】
旭
川
弁
護
士
会
所
属

　
　
　
　

 

石
井
洋
文 

弁
護
士

【
日
時
】　 

８
月
21
日
（
金
）

　
　
　

 　

13
時
～
16
時

【
場
所
】　

　

妹
背
牛
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
予
約
受
付
】

　

妹
背
牛
町
役
場
健
康
福
祉
課

　

℡
３
２
‐
２
４
１
１



1313 令和８年８月号令和８年８月号

高
齢
者
運
転
免
許
証

  
自
主
返
納
時
の
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

自
宅
か
ら
深
川
警
察
署
沼
田
警
察

庁
舎
ま
で
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
８
・
９
月
の
送
迎
日
】

■
８
月
18
日
（
火
）

※
申
し
込
み
期
限
８
月
14
日（
金
）

■
９
月
17
日
（
木
）

※
申
し
込
み
期
限
９
月
15
日（
火
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

令
和
８
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
２
等
陸
海
空
士

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】　

通
年

【
試
験
期
日
】

９
月
27
日（
日
）～
９
月
29
日（
火
）

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

●
一
般
曹
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】　

～
９
月
１
日（
火
）

【
試
験
期
日
】

９
月
16
日（
火
）～
９
月
27
日（
日
）

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

●
航
空
学
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
24
歳
未
満
の
男
女
（
高
卒
・

見
込
み
含
）

【
受
付
期
間
】　

～
８
月
28
日（
金
）

【
試
験
期
日
】

９
月
19
日(

土)

ま
た
は
、

９
月
26
日(

土)

の
い
ず
れ
か
１
日

【
各
試
験
会
場
】
陸
上
自
衛
隊
旭

川
駐
屯
地
（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

旭
川
地
区
隊

　

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
総
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

■
募
集
相
談
員

　

加
藤
宰
・
松
本
浩
章
・

　

寺
垣
信
晃

北
方
領
土

　

返
還
署
名
に
ご
協
力
を

　

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及

び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る
北
方
四
島

は
い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
外
国
の

領
土
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
我
が

国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
北
方
四

島
の
早
期
返
還
実
現
は
、
道
民
の

み
な
ら
ず
日
本
国
民
の
悲
願
で
あ

り
ま
す
。

　

北
方
領
土
は
、
北
海
道
の
行
政

区
に
あ
り
、
北
海
道
に
は
北
方
四

島
を
追
わ
れ
た
元
島
民
が
数
多
く

住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
北
方
領

土
返
還
運
動
は
北
海
道
が
原
点
と

な
っ
て
全
国
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
ひ
と
り
一
人
が
北
方
領
土

問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
北
方
四

島
の
早
期
返
還
に
向
け
て
署
名
運

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
署
名
用
紙
は
役
場
・
公

民
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

目
に
留
ま
り
ま
し
た
ら
ご
署
名
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

８
月
31
日
は
個
人
事
業
税

第
１
期
分
の
納
期
限
で
す

　

納
税
通
知
書
は
第
１
期
分
と
第

２
期
分
を
合
わ
せ
て
８
月
７
日
に

発
送
さ
れ
ま
す
。

■
８
月(

第
１
期)

と
11
月(

第
２

期)

の
２
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

(

年
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は

１
期
の
み
で
す)

■
年
の
中
途
で
事
業
を
辞
め
た
人

は
、
別
に
指
定
し
た
期
限
ま
で
に

納
め
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
や
む
を
得
ず
、
納
期
限
ま
で

に
一
括
納
付
が
困
難
な
と
き

（
申
請
に
よ
り
納
税
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
）

②
口
座
振
替
納
税
を
利
用
す
る

と
き

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

空
知
総
合
振
興
局

　

深
川
道
税
事
務
所

　

℡
２
３
‐
３
５
７
８

「
相
続
・
遺
言
セ
ミ
ナ
ー
」
＆

「
相
続
無
料
相
談
会
」
を
開
催

　

「
相
続
・
遺
言
セ
ミ
ナ
ー
」
及

び
「
司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る

相
続
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
遺
言
書
や
相
続
登
記
に
つ
い

て
、
公
証
人
・
司
法
書
士
に
よ
る

講
演
、
遺
言
書
作
成
体
験
会
及
び

無
料
相
談
会
（
予
約
制
）
を
行
い

ま
す
。
遺
言
書
の
作
成
や
相
続
登

記
の
申
請
を
考
え
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

９
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】

　

旭
川
ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ
ル

　
(

旭
川
市
７
条
通
７
丁
目
32
‐
12)

【
費
用
】
参
加
無
料

【
定
員
】
先
着
順
（
セ
ミ
ナ
ー
全

４
回
・
各
40
名
、
相
談
会
40
組
）

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

旭
川
地
方
法
務
局

　

℡
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
６
６

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

https://houmukyo
k
u
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/

asahikawa
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令
和
８
年
度 

土
木
学
会

全
国
大
会
（
in
北
海
道
）

　

「
令
和
８
年
度 

土
木
学
会
全
国

大
会
（
in
北
海
道
）」
が
札
幌
市

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。「
イ
ン
フ

ラ
を
市
民
の
手
に
～
共
創
が
拓
く

イ
ン
フ
ラ
の
未
来
～
」
を
テ
ー
マ

に
様
々
な
催
し
が
あ
り
ま
す
の
で

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
月
日
】　

８
月
31
日
（
月
）
～

　
　
　
　

９
月
４
日
（
金
）　

【
場
所
】
札
幌
市
教
育
文
化
会
館
・

北
海
学
園
大
学
（
豊
平
キ
ャ
ン
パ

ス
）・
北
海
商
科
大
学

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
t
t
p
s
:
/
/
p
u
b
.

c
o
n
f
i
t
.
a
t
l
a
s
.
j
p
/

ja/event/jsce2026

花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー

公
開
デ
ー

　

花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、

試
験
研
究
や
農
業
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

「
花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー
公
開

デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

研
究
成
果
の
紹
介
、
ほ
場
見
学
、

花
・
野
菜
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
園

芸
相
談
、
農
産
物
販
売
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。
大
勢
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】　

８
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

【
場
所
】

　

花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー

　

滝
川
市
東
滝
川
７
３
５
番
地

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

　

農
業
研
究
本
部

　

花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー（
平
澤
）

　

℡
０
１
２
５
‐
２
８
‐
２
８
０
０

る
中
央
線
又
は
車
両
通
行
帯
が
設

け
ら
れ
て
い
る
一
般
道
路

■
道
路
の
構
造
上
又
は
柵
そ
の
他

の
工
作
物
に
よ
り
、
自
動
車
の
通

行
が
往
復
の
方
向
別
に
分
離
さ
れ

て
い
る
一
般
道
路

■
高
速
自
動
車
国
道
の
う
ち
、
本

線
車
道
並
び
に
こ
れ
に
接
す
る
加

速
車
線
及
び
減
速
車
線
以
外

■
自
動
車
専
用
道
路

■
道
路
標
識
で
最
高
速
度
が
指
定

さ
れ
て
い
る
道
路

　

令
和
８
年
９
月
１
日
か
ら
中
央

線
等
が
な
い
道
路
に
お
け
る
自
動

車
の
法
定
速
度
は
、
時
速
30
㎞
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
次
の
よ
う
な

道
路
の
法
定
速
度
は
、
引
き
続
き

時
速
60
㎞
で
す
。

■
道
路
標
識
又
は
道
路
標
示
に
よ

生
活
道
路
に
お
け
る

自
動
車
の
法
定
速
度
の

引
下
げ

１.募 集 人 員　正職員及び臨時職員　若干名

２.採用年月日　令和８年１０月１日

３.勤 務 時 間　８時１５分～１７時

４.給　　　与　月額２００，３００円 ／ 日額（１日）９，０２３円

　　　　　　　（前歴評価・通勤手当・賞与等あり）

５.各 種 保 険　雇用保険、健康保険、厚生年金保険適用

６.応 募 資 格　普通運転免許取得者（年齢５０歳以下の方）

 　　　　　　　町内に住所を有し在住する方（町外の方は相談下さい）

 　　　　　　　福祉系の資格のある方（資格の無い方は相談下さい）

７.応 募 期 間　令和８年９月４日（金）まで

８.応 募 方 法　履歴書、健康診断書、運転免許証の写しを添えて、北竜町社会福祉協議会へお申込み下さい。

社会福祉協議会職員募集社会福祉協議会職員募集

【 問い合わせ先 】　〒０７８‐２５１２　雨竜郡北竜町和１９番地６　北竜町社会福祉協議会
　　　　　　　　　℡：３４‐２４３５

北竜町社会福祉協議会では、職員を次のとおり募集いたします。

【ご相談・問い合わせ先】役場産業課 商工ひまわり観光・林務係
℡：３４‐７０３２

対象者：農業者（多面的機能支払交付金対象者）
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北竜町の事件・事故の発生状況（６月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

粗暴犯 その他 合計

2026年 ０ ０ ０ １ １ ２

2025年 ０ ３ ０ ２ １ ６

人 身 事 故 物 損 事 故

2026年 ０ 2026年 22

2025年 ０ 2025年 38

乳がん・子宮頸がんの早期発見に！
２年に１度のレディース検診！

（担当：保健師  志村 陽菜乃）

【 第６８回 】

　がん・子宮がんは女性特有のがんで、近年は比較的若い世代での発症もみられます。北竜町では、

無料で乳がん・子宮がん検診が受けられます！　乳がん・子宮がん検診は２年に１度です。昨年度・

今年度にまだ受けていない方は、この機会にぜひお申し込みください。

　子宮頸がんは子宮の入り口（子宮頸部）にできるがんです。

　子宮頸がんは、ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）への感染が主な原因とされて

います。初期の子宮頸がんは自覚症状がほとんどないため、定期的に検診を受けて

早期発見・早期治療に繋げることが大切です。若い世代に多いがんですが、北竜町

では若い方の申し込みが少ないです。２０歳を過ぎたら必ず検診を受けましょう。

エコー（婦人科超音波）検査も無料で実施しています。

　子宮がん検診では、子宮の入り口（子宮頸部）をやわらかいブラシなどで軽くこ

すり、採取した細胞を調べます。

　乳がんは、日本人女性が最も多くかかるがんで、２０代や３０代でも発症すること

はありますが、発症のピークは４０～５０代です。そのため、４０歳以上の方は２年

に１度は必ず検診を受けましょう。

　乳がんは自覚症状がないまま進行する場合もあります。症状がなくても定期的に検

診を受け、早期発見・早期治療に繋げましょう。主な症状は乳房のしこりですが、そ

のほかにも乳房のくぼみ、乳頭からの分泌物などがみられることがあります。乳房に

気になる症状や変化がある場合は、検診を待たずに早めに医療機関を受診しましょう。

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

発症は３０～４０代が
ピークですが、２０代
でも増えています！

９人に１人が乳がんに
なっています。とても

身近な病気です。

本誌１１ページにレディース検診（子宮がん・乳がん検診）のお知らせが掲載されています。

検診の対象者・内容・料金、お申し込みについてはそちらをご覧下さい。

子宮がん検診子宮がん検診

乳がん検診乳がん検診

８月の
保健・介護予防

行事

● レディース検診

● モグモグ☆クッキング

● 認知症物忘れ相談

19日（水）   8:30～11:00　すこやかセンター

26日（水）10:00～11:30　すこやかセンター

25日（火）10:00～11:30　ココワ研修室

31日（月）10:00～11:30　碧水地域支えあいセンター
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　６月２７日、みんなの広場おむすびでは「世代をつなぐレト

ロ遊び体験」を開催しました。町内のシニアの方々に企画・準

備等進めていただき、当日は世代を超えた交流が生まれ、子供

達は初めて見る遊びに興味深々で会場は笑顔溢れる温かな雰囲

気に包まれました。

　次回のイベントは８月８日（土）永楽園にて、永楽園・北竜

町役場・地域子育て支援センター・社会福祉協議会の４団体合

同イベント「夏祭り」を開催します。詳しくは今月号の折り込

みチラシをご覧ください。

【問い合わせ先】　北竜町社会福祉協議会　担当：村井 恵（コミュニティソーシャルワーカー）
　　　　　　　　℡：３４‐２４３５ ／ 携帯電話：０９０‐２８１８‐２４３５（直通）
　　　　　　　　※相談支援業務も行っています。お気軽にご相談ください。

■開 放 日：８月３,６,１０,１３,１７,２０,２４,２７,３１日

　　　　　　（毎週月・木曜日/祝日は休み）

■利用時間：１０時～１７時

みんなの広場おむすみんなの広場おむすびび『『世代をつなぐレトロ遊び体世代をつなぐレトロ遊び体験験』』を開催しましたを開催しました
～～ 北竜町社会福祉協議会からのお知ら北竜町社会福祉協議会からのお知らせせ ～～

令和８年度の狩猟免許試験および予備講習が下記のとおり実施されます。

有害鳥獣対策の担い手確保の観点からも、狩猟に関心のある方はぜひ受験をご検討ください。

●狩猟免許試験予備講習
　【日　　時】　１１月８日（日）９時～１６時３０分

　【会　　場】　岩見沢市民会館まなみーる 多目的室（岩見沢市９条西４丁目）

　【受 講 料】　①第１種または第２種：１７,０００円

　　　　　　　②網：１１,０００円    　　③わな：１１,０００円

　　　　　　　④網およびわな（２種類）：１６,０００円

　　　　　　　⑤第１種または第２種と同時に網またはわなを受講（２種類）：２１,０００円

　　　　　　　⑥第１種または第２種と同時に網およびわなを受講（３種類）：２５,０００円

　　　　　　　※すべて税込み・テキスト代込み

　【受付期間】　９月２９日（火）～１０月２７日（火）

　【定　　数】　人数制限なし

●狩猟免許試験

　【日　　時】　１１月１５日（日）９時～１７時

　【会　　場】　空知総合振興局（岩見沢市８条西５丁目）

　【受付期間】　９月１０日（木）～９月２４日（木）

　【定　　数】　人数制限なし

　　　　　　　※その他申込みに係る詳細は空知猟政協議会にお問合せください。

　　　　　　　空知猟政協議会（電話およびFAX：０１２６‐２４‐１１１１）

【その他有害鳥獣に関する問い合わせ先】役場産業課 商工ひまわり観光・林務係　℡：３４‐７０３２

令和８年度狩猟免許試験について令和８年度狩猟免許試験について
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　　　北竜町無火災期間  （令和８年７月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　 ２，１９９日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 　 ７５６日間

   令和８年深川地区消防組合管内火災発生件数　７件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　５件　　秩父別　２件
　　　　 妹背牛　０件　　沼　田　０件

　夏休みも始まり、子供たちにとって楽しい夏の思い出を作る季節となりました。しかし、手軽に遊べる花火

やバーベキュー等で使用した炭の後始末を誤ると火傷や事故につながる場合があります。また、子供の火遊び

による火災が管内で発生していますので、火の取り扱いには十分に注意しましょう。

楽しい夏は「火の用心」から！

・子供だけを残して外出しない。

・子供だけで火を取り扱わせない。

・火遊びをしているのを見かけたら

　注意する。

・火の恐ろしさと取り扱いについて

　教える。

◎火遊びによる火災の予防ポイント

●花火を安全に遊ぶための注意点●花火を安全に遊ぶための注意点 ●炭の後始末による注意点●炭の後始末による注意点

　子供の火遊びによる火災はライターやマッチ

が原因の大半を占めています。子供の火遊びは、

大人がいないときや目の届かない場所でするた

め初期消火が遅れてしまいます。

　夏休み期間中は、子供が家にいる時間も増え

ますので、ライターやマッチは手の届かない場

所に置くようにしてください。

・水バケツを用意し、遊び終わった花火は必ず

　水につける。

・周りに燃えやすい物がなく、広くて安全な場

　所で遊ぶ。

・風の強い日は花火で遊ばない。

・注意事項を読み、正しく使用する。

・子供だけで遊ばせない。

・正しい位置に正しい方法で着火する。

・水の入ったバケツに炭を入れて火を消す。

・火が完全に消えるまでその場から離れない。

・火が完全に消えた後、冷ましてから燃える

　ゴミで捨てる。

・消火器具等の準備をしておく。

・土に埋めない

・火消し壺の中に入れる。

●火遊びによる火災を防ぐために…●火遊びによる火災を防ぐために…

国民年金保険料が免除されます国民年金保険料が免除されます
産前産後期間の産前産後期間の

■免除期間：

　

　

■対 象 者：産前産後免除期間に国民年金第１号被保険者の期間を有する方

　           ※出産日が平成３１年２月１日以降の方が対象になります。

■届出時期：出産予定日の６か月前から届出可能です。

■届出方法：年金手帳と印鑑（出産前に届出をする場合は母子手帳）をお持ちの上届出願います。

■届出先・問い合わせ先：役場こども・くらし応援課 戸籍・町民生活係　℡３４‐７０３０

出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間（以下「産前産後免除期間」といい

ます）の国民年金保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産

日が属する月の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。

※出産とは、妊娠８５日（４か月）以上の出産をいいます（死産、流産、早産された方を含みます）。
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３３４

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
で
調
べ
ま
す
と
、
時
期
や

例
文
な
ど
の
解
説
は
あ
り
ま
す
が
、

暑
中
見
舞
い
の
意
味
、
意
義
は
何

な
の
か
を
書
い
て
い
る
記
事
は
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

暑
い
か
ら
バ
テ
て
い
な
い
か
？

バ
テ
な
い
よ
う
に
し
て
ね
、
の
ご

挨
拶
だ
か
ら
解
説
な
ん
て
い
ら
な

い
の
で
す
が
、
調
べ
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
は
江
戸
時
代
に
お
盆

に
里
帰
り
す
る
際
に
ご
先
祖
様
に

お
供
え
を
す
る
風
習
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
お
世
話
に
な
っ
た
方

へ
の
贈
答
習
慣
に
な
り
明
治
時
代

に
な
っ
て
郵
便
制
度
が
発
達
し
贈

答
習
慣
が
簡
略
化
さ
れ
手
紙
や
ハ

ガ
キ
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
習
慣

に
な
っ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

相
手
へ
の
安
否
確
認
や
健
康
を

気
遣
う
日
本
人
特
有
の
文
化
の
よ

う
で
す
。
海
外
に
は
そ
の
よ
う
な

文
化
的
風
習
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
も
海
外
の
人
が

感
心
す
る
日
本
の
独
特
の
文
化
な

の
で
し
ょ
う
ね
。

　

ま
た
日
本
人
特
有
の
性
質
な
の

で
し
ょ
う
が
マ
ナ
ー
と
い
い
ま
す

か
縛
り
と
い
い
ま
す
か
出
す
時
期

を
決
め
て
み
た
り
時
期
を
過
ぎ
る

と
残
暑
見
舞
い
と
名
称
が
変
わ
っ

た
り
し
ま
す
。
細
か
い
っ
す
ね
。

ち
な
み
に
時
期
は
二
十
四
節
気
の

小
暑
（
７
／
７
頃
）
か
ら
立
秋
（
８

／
７
頃
）
の
前
日
ま
で
に
送
る
の

だ
そ
う
で
す
。

　

さ
て
ご
挨
拶
の
次
は
夏
を
乗
り

切
る
作
戦
会
議
で
す
。

「
暑
さ
を
避
け
、
身
を
守
る
」

屋
内
で
は
エ
ア
コ
ン
で
温
度
調
節

し
ま
し
ょ
う
。（
ケ
チ
っ
ち
ゃ
だ

め
よ
、
電
気
代
よ
り
命
よ
）

エ
ア
コ
ン
が
な
い
世
帯
は
半
数
近

く
あ
る
と
推
測
し
ま
す
。
北
海
道

も
地
球
規
模
の
変
化
に
晒
さ
れ
て

い
ま
す
。
以
前
と
同
じ
窓
を
開
け

れ
ば
涼
し
い
と
は
言
え
な
い
状
況

も
出
て
き
ま
す
。
出
費
は
痛
い
で

す
が
な
る
べ
く
各
家
庭
導
入
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
以
前
も
書
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
お
日
様
は
強
力
な
ヒ
ー
タ

ー
で
す
。
百
歩
譲
っ
て
窓
を
開
け

て
風
を
入
れ
る
に
し
て
も
太
陽
光

ま
で
お
部
屋
に
入
れ
る
と
百
害
あ

っ
て
一
利
な
し
で
す
。
遮
光
カ
ー

テ
ン
や
す
だ
れ
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
屋
外
で
も
日
傘
や
帽
子
の

利
用
で
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

蓄
熱
を
避
け
る
た
め
衣
類
も
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

涼
し
い
恰
好
は
当
た
り
前
で
す
が

屋
外
作
業
で
大
量
に
汗
を
か
く
よ

う
な
ら
速
乾
性
の
衣
類
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
農
家
の
方

は
実
践
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

頻
回
の
着
替
え
も
必
要
で
し
ょ
う
。

水
分
補
給
も
大
事
で
す
。

玉
の
汗
は
出
て
い
な
く
て
も
体
が

ベ
ト
ベ
ト
す
る
な
と
思
っ
た
ら
結

構
発
汗
し
て
い
ま
す
。
の
ど
が
渇

い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
さ
ん
は
体
温
調
節
機
能

が
未
発
達
な
の
で
大
人
が
気
を
付

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
さ
ん
、
暑
さ
や
水
分
不

足
に
対
す
る
感
覚
が
低
下
し
て
い

ま
す
。
暑
く
な
い
か
ら
と
お
布
団

被
っ
て
い
る
と
そ
の
ま
ま
熱
中
症

に
な
り
ま
す
よ
。

　

環
境
者
が
出
し
て
い
る
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
値
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？
熱
中

症
の
リ
ス
ク
を
示
す
指
標
で
す
。

興
味
あ
る
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
し
た
。

北
海
道
は
日
本
の
ど
の
地
区
よ
り

低
い
値
で
熱
中
症
患
者
を
出
し
て

い
ま
す
。
道
民
は
暑
さ
に
弱
い
と

証
明
済
で
す
。
ご
注
意
を
。

暑中お見舞い
　申し上げます

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
８月５日（水）、８月２６日（水）、は午後１時３０分より、浦本先生が
深川市において介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。
また、８月１０日（月）、１４日（金）は終日休診となります。
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北竜町教育委員会

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

8月３日・10日・17日・24日・31日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　　　

右記ＱＲコードより学校
便りをご覧いただけます。
【問い合わせ先】
 北竜町教育委員会 TEL:34-2553

右記ＱＲコードより、準備委員会の
様子等が掲載された「かわら版」令
和７年度第１号をご覧いただけます。

■今後の主催事業

■各学校便り

■図書館便り

※印刷物でご覧になりたい方は教育委員会
 （℡：３４‐２５５３）までご連絡ください。

右記ＱＲコードより図書館便りをご覧
いただけます。

真竜小学校 北竜中学校

教育委員会主催の社会教育・体育事業
は右記ＱＲコードより詳細をご確認
いただき電話等でお申し込み下さい。

・子どもと高齢者のふれあい事業…8/4

■北竜町のこれからの学校づくり「かわら版」

教育長杯パークゴルフ大会を開催

　６月１６日にひまわりパークゴルフ場にて教育長杯

パークゴルフ大会を開催しました。当日は快晴の中、

元気よくプレイし以下の大会結果となりました。（敬称略）

男　子 女　子
優　勝 山 田 和 昭 細 川 弘 美
準優勝 川 島　　武 大路 恵津子
第３位 伊 藤 勝 造 吉 本 米 子

　６月２０日、子どもと高齢者のふれあい事業「Ｍ

ＥＳＨを使って遊びを作ろう」を開催しました。

　ＭＥＳＨとは、センサーやブロックを組み合わせ、

プログラミングを楽しく学べるツールで、はじめは

子どもと高齢者がＭＥＳＨを使って簡単なプログラ

ミングを体験しました。後半は、子どもチームと高

齢者チームに分かれてお互いに色々な仕掛けを作り、

楽しく交流しました。

子どもと高齢者のふれあい事業
「ＭＥＳＨを使って遊びを作ろう」を開催

フロアカーリング大会を開催

　６月１８日に北竜町改善センターにてフロアカー

リング大会を開催しました。

　６チームに分かれて、総当たりでゲームを行い、

見事にんじんチームが優勝を果たしました。

　３月にもフロアカーリング大会を開催する予定で

すので多くの方の参加をお待ちしております。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

４日（火）子どもと高齢者の
ふれあい事業 公民館 10:00～

５日（水）未来ユース研修事業（～６日） 安平町 外  9:20～

８日（水）ひまわりイエローラン ひまわりの里  7:30～

17日（月）ＪＡＬ空港見学 千歳市  7:30～

21日（金）ひまわり大学８月講座 公民館 10:00～

28日（金）キッズエアロビクス やわら保育園  9:30～

上旬

中旬

初心者・中級者水泳教室
Ｂ＆Ｇ

海洋センター

10:00～

キッズアクア  9:30～

水中レクリエーション  9:30～

８月の生涯学習カレンダー

～
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まちの動き
７月１日現在（前月比）

世帯数　７７９世帯(－１)
 人口 １, ５４２人(－６)
　男　　　７４４人(－２)
　女　　　７９８人(－４)

(外国人含)
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浩
暉
さ
ん
・
美
穂
さ
ん

北竜町各種応援券発行事業のお知らせ

エネルギーや食料品価格などの物価高騰の影響を受けている子育て世帯の負担軽減とお子様

の健やかな成長を応援するため北竜町子育て応援券を配付いたします。

■北竜町子育て応援券■北竜町子育て応援券

■北竜町生活応援券■北竜町生活応援券

低所得・高齢者世帯を対象とした、電力・ガス（LPガスを含む）や灯油をはじめエネルギー、

水道料金等の物価高騰による負担を軽減し、支援するため北竜町生活応援券を配付いたします。

■ 対 象 者 : 令和８年６月１日時点で、北竜町の住民基本台帳に登録されている、

　　　　　　　平成２０年（２００８年）４月２日以降に出生した児童を対象とします。

■ 交 付 額 : １人あたり、子育て応援券７，０００円分（５００円券×１４枚）

■ 有効期限 : 令和８年８月１日（土）から、令和９年１月３１日（日）まで

■ 配布方法 : 保護者ごとにまとめて、７月下旬より順次郵送でお届けいたします。

■ 対 象 者 : 令和８年６月１日時点で、北竜町の住民基本台帳に登録されている、

　　　　　　　住民税非課税世帯のうち７０歳以上の方を対象とします。

■ 交 付 額 : 1人あたり、生活応援券７，０００円分（５００円券×１４枚）

■ 有効期限 : 令和８年８月１日（土）から、令和９年１月３１日（日）まで　

■ 配布方法 : 世帯ごとにまとめて、７月下旬より順次郵送でお届けいたします。

【問い合わせ先】　役場こども・くらし応援課 こども未来・福祉係　℡：３４‐７０３０
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